










iho and Sada Shrines
　これまでの民俗学における神社祭祀の研究は、比較的有名な神社における祭祀の研
究（和歌森太郎の『美保神社の研究』など）と、小さな村落の氏 の祭祀の研究（肥後和男の『宮座の研究』など）とが併せ行 われてきた。本稿では前者 ようなやや大きな神社で、その神社に所属する神職集団が存在しながらも、地域社会の住民たちが参加して継承されてきている歴史の古い神社、島根県松江市美保関町美保関 美保神社と島根県松江市鹿島町佐陀宮内の佐太神社の、それぞれの祭祀の担い手に注目し神社祭祀の現場における伝承の力をめぐる分析を試みた。本稿の主要な論点は、以下の三点である。第一、 には独自 一年の時間が存在する 美保神社では春の青柴垣神事に始まり、冬の諸手船神事に終わる 循環であり、佐太神社では秋の御座替え神事で清められた後、一一月の神在祭で を迎えて新し 一年が始まるという循環性である。第二、美保神社の青柴垣神事と諸手船神事、 御座替え神事と神在祭との両者に共通するのは、美保関の人々にとっ は春 青柴垣神事を行 うことが彼らの自己確認であり そ 存在証明、佐太 社では御座替 神事と七座神事、
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はじめに
　日本の神社には、その歴史の上からみても、その組織のうえからみて










































いて、青柴垣神事の頭家夫婦を「神 憑依役」として 聖視し、 人というのは後次的に発生したものである 論じてい 和歌森は美保関宮座では一の頭家と二の頭家および頭人も「神主」 呼ばれ いることについて、一 頭家と二の頭家については「頭家 、頭人につ ては「一年神主」という表記で区別して り 家が主となる青柴垣神事における頭人との役割分担の実際から、 人の方 後次的発生と位置づけているのである。そして頭家神主と呼ばれる男性とオンド（小忌人）と呼ばれるそ 妻との夫婦二人と トモド（供人）と呼ば 娘 よって青柴垣神事への奉仕が行なわれる点に注目して、 「神懸かる者としてのオンド」と「神懸からせる司祭者 しての頭家神主」という関係性でそれを読み解こうとしてい 。そし 「司祭権が斎 たる 人に属していた時代があったのではないか」 述べ 、古代の氏族社会において族長が司祭者であったそ あり方との共通性をみよ としていた。和歌森によれば、古代、神が一族集団 氏神 して存在し いた時代にお









向って参拝者たちが柏手を打ち拝む姿をみていると、聖なる神役をつとめているかのように見受けられる。 かし、宮座組織における頭家 位置づけをよくみてみると、それは準官への加入儀礼 神 かり験という意味を見出すことができる。ここではふつ 若者が神がかり体験という異常体験を経る によって 神祭り役の宮座 座員 しての資格を得る過程ととらえることができる。
　頭屋のつとめの後にその役につく客人頭は、客人社の世話役であり諸
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地にあり、美保湾へと開かれた湾岸の美保神社の近くに集落があり、人びとの日常生活においても「神社のおかげ」ということが強く意識されている。人びとの語りの中で 信仰的な要素が色濃くみられるのがその特徴であ たとえば、漁船を出して出漁するときでも、必ず船上から美保神社に向って柏手を打って拝礼を行ない、帰港した時にも同様に柏手を打って拝礼するのが習慣 なってい 。また 神社 前を通るときにもちょっと頭を下げて拝むのも習慣となっており、挨拶もなく通り過ぎる者はいない。神 の御供 お下がりは「おかげ」があるといって、漁に出 ときや旅行に行くときなど 、その御供と呼ばれる米を少しま























る。しかもこれはかつては頭人によって作られ、全国に発送されていたという伝承が聞か る。頭人にはその祈念料でなかなかの高収入が得られた また、戦時中には出征兵士 写真を添えた手紙が全国から頭人のも へ送られてきて武運長久の祈念が依頼されたり、氏子から特別に祈念を頼まれると「御伺い」といって、頭人は夜中に潮かきをして神社への参拝 した。そ て「おさとし」が出るまで何度も繰り返したという。 「おさとし」が出ないと「見えない」といってまた海に入って潮をかき、それから神社への参拝を行なっていたという夫や父親の思い出を語る人がいまも少なくない。
　しかし、戦前、現宮司の先代にあたる横山清丸宮司の時に、氏子側の
組織を神社の傘下に入れる改革を進め といわ り、頭人の波剪御幣もこのとき神社へ 委譲されたものと推測される。そのように頭人役割の一部が美保 の宮司の役割へと移行 ことについて、和歌森太郎は前掲書で「今日、一部の氏子の意識乃至主張では、一年神主こそ昔はこの神社 正神主であり、今 宮司 するよう ことを嘗てはしいたのだという。事実、昔一年神主がなしていたこと 今では宮司がなっている面もあることはあるけれども、そうかといって横山家が一年神主に全くとって代わったとはすぐに言いきれぬも がある」 （九四ページ）と慎重な言い方をしながらも、昭和二〇年前後 聞き取りから、青柴垣 事のとき一の頭家と二の頭家 に上官 二分する人別け儀や四月八日の後宴祭において新客人頭を決める神籤の振り上げは とは一年神主によって行なわれて たと記述してい 。
　頭
筋の家々が組織している宮座と、宮司を中心とする神社側と、両
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　頭
筋の家々が組織している宮座と、宮司を中心とする神社側と、両
者の間の確執は明治時代にもあ たこ が氏子側には言 伝えられている。福間和子氏（大正一四年〈一九二五〉生まれ） 夫 宏氏（大正一五年〈一九二六〉生まれ）から「美保神社に反旗を翻してできたのが頭人に代表される頭家制度だと聞いている」というこ 何度も聞かさ
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神社の代表的な神事であ 青柴垣神事の日には神社では例祭（大祭）が行 われ、諸手船神事の日には新嘗祭（大祭）が行なわれている。また五月の 迎え神事 八月の虫探神事は神社の祭事暦のなかでも古伝祭として位置づけられており、これらは神社で行なわれる神事であると同時に宮座の でもあり、それらが重層的な組織関係で行なわれていることがわかる。
　美保神社の祭祀は、
明治以前には、横山宮司家を中心









　8．     1 月首祭、浜恵美須社祭
7 虫探神事＊〈古〉、月次祭
22 糺社祭






































　3．    1 月首祭
7 月次祭
21 春分祭
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午前 9 時 30 分、新嘗祭。
11 時 30 分、客人社祭。
頭人、客人頭ほか役前が神社に参集し、神職らと客人社へ参進する。
午後 1 時 30 分より諸手船神事。
上官と準官は神事会所で芋膳と甘酒等をいただき、神社に昇殿する。神籤によりマッカ持ち1人、大櫂1人、大脇1人、
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に伝えられているかどうかは、四月一一日の夜、頭人宮で世話人の立会いのもとで確認が行なわれる。
　旧暦の頃にはこのように正月が明けるとすぐに新しい頭人の修行が始










かで、四月 一日、五月一日、一二月一日に御注連掛けという行事が行なわれている。世話人 、四月一一日 翌年の青柴垣神事の頭家と頭人の家の神棚に注連縄をかけ は五日の神迎え神事を前に 人の家の神棚に注連縄をかけ、一二月一日 三日 諸手船神事を前に客人の家と頭人の家の神棚に注連縄をかけるのであ こ 注連縄によってそれぞれの神事 主催者の家を表わしてい といえる なお、青柴垣神事の直前、英月五日に頭家（現在は神事会所）の入口に男柱が建てられると、 こにはオーハギと呼ばれる御幣が神社から届けられて飾られて、清浄な結果が示される。
　また、これら青柴垣神事と神迎え神事と諸手船神事の直会においては














いた。 「頭を開くことは大事なことだ。大切な祭だ」と折にふれて家族に語ってきている家とそれを語ることのない家とがある 、実際 頭家、頭人をつとめてみる 、家 雰囲気 ようなもので差 でてくると感じている年配の人も多い。
　それ以前から宮座の担い手たち 事情に合わせて変更が重ねられなが
ら伝承されてきたのは事実であ 。たとえば、前述のように、現在 神社の参道の西側にある頭人宮は、昭和三七年（一九六二）までは頭人の自宅の二階の八畳の部屋 まつられ 毎月一日 七日 一五日、二八日には大勢 参拝客が来て参拝したも だと う しかし、頭人の自宅を使用しにくくなってきたために常設の頭人宮が建てられたのである。同じ頃、 青柴垣神事も一 頭家、 二の 家それぞれの家に大棚 飾って人々の参詣を受け神事を行 い のが、両 合わせて神事会所に大棚を飾って神事を行ない、直会も合同で行なわれるようになった
　そしてやはり昭和四〇年頃までは、頭家、客人頭、頭人は潮かきとい
えば本当に海水に入って身を清めてか 神社へ 日 を行な いたが、それも風呂場で湯を浴びるように簡略化されていった。美保関の人びとはこれら頭家、客人頭、頭人 「神主さん」と呼ぶ そ 頃までは「神主さん」たちが日参する時間には遠慮して外には出な ように心がけていた。それは「神主さん 会 はもったいない いう気持ちがあったからだといい、また「神主さん」たち 人に会いそうな時にはさっと傘で身を隠して たという。
　また、昭和三六年（一九六一）頃には、それまで頭家が親戚などの協
力を得て行なってきた祭りの寄付金集め 難しくなってきていた。そこ
で、新たに神事奉賛会が結成され、青柴垣神事に関する資金援助を行ない、 頭家の負担を軽減することになった。 神事奉賛会は上官と準官の家々によって構成されており、頭家の仕事の一部を負担し、頭家の役割を軽減するとともに、青柴垣神事で を拝礼する時に参拝者から供えられるお金と蝶形の扇の頒布代金 神事奉賛会の資金とすることとした。現在では、神事奉賛会は祭り 執行のための労働力の確保と資金の確保との両者を行ないながら 宮座の補助組織としてなくては らない存在なっている。
　現在、頭家の指導を行ないながら、頭家の仕事の神事奉賛会への一部
負担を調整する役として世話人がおり、上官の中から六名がつ めている。自発的に神事に奉仕する意思をも いる人物が推薦され、美保神社からは神事奉賛会理事として任命されている。こ 世話人が近年最も苦労しているのは翌年の頭家候補者の依頼と説得であ という。 「世話人の方でこの仕事は受け持つから頭家をつとめてほしい」という 願いをしながら、若者のいる家を訪ね 歩いている。勤め人が多くなっり、神事の前後に会社を欠勤するのが負担 なってい ため 世話ほうで提案 、神事の前後でも必ず宮座へ出仕 ければならない日を減らしているという。頭家のなり手がいない は一番困 こ だ 、頭家というのは頼まれてお願いされて受けるという では本末転倒だ いう意見も聞かれるなかで、 世話人が粘 強く交渉を重ねて であ 。
　このように頭家や宮座の担えなくなった部分を世話人の指導と神事奉
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　そしてやはり昭和四〇年頃までは、頭家、客人頭、頭人は潮かきとい
えば本当に海水に入って身を清めてか 神社へ 日 を行な いたが、それも風呂場で湯を浴びるように簡略化されていった。美保関の人びとはこれら頭家、客人頭、頭人 「神主さん」と呼ぶ そ 頃までは「神主さん」たちが日参する時間には遠慮して外には出な ように心がけていた。それは「神主さん 会 はもったいない いう気持ちがあったからだといい、また「神主さん」たち 人に会いそうな時にはさっと傘で身を隠して たという。
　また、昭和三六年（一九六一）頃には、それまで頭家が親戚などの協
力を得て行なってきた祭りの寄付金集め 難しくなってきていた。そこ
で、新たに神事奉賛会が結成され、青柴垣神事に関する資金援助を行ない、 頭家の負担を軽減することになった。 神事奉賛会は上官と準官の家々によって構成されており、頭家の仕事の一部を負担し、頭家の役割を軽減するとともに、青柴垣神事で を拝礼する時に参拝者から供えられるお金と蝶形の扇の頒布代金 神事奉賛会の資金とすることとした。現在では、神事奉賛会は祭り 執行のための労働力の確保と資金の確保との両者を行ないながら 宮座の補助組織としてなくては らない存在なっている。
　現在、頭家の指導を行ないながら、頭家の仕事の神事奉賛会への一部
負担を調整する役として世話人がおり、上官の中から六名がつ めている。自発的に神事に奉仕する意思をも いる人物が推薦され、美保神社からは神事奉賛会理事として任命されている。こ 世話人が近年最も苦労しているのは翌年の頭家候補者の依頼と説得であ という。 「世話人の方でこの仕事は受け持つから頭家をつとめてほしい」という 願いをしながら、若者のいる家を訪ね 歩いている。勤め人が多くなっり、神事の前後に会社を欠勤するのが負担 なってい ため 世話ほうで提案 、神事の前後でも必ず宮座へ出仕 ければならない日を減らしているという。頭家のなり手がいない は一番困 こ だ 、頭家というのは頼まれてお願いされて受けるという では本末転倒だ いう意見も聞かれるなかで、 世話人が粘 強く交渉を重ねて であ 。
　このように頭家や宮座の担えなくなった部分を世話人の指導と神事奉
賛会の協力によって、何とかして伝統的な神事 維持していこうと う工夫がなされているのが現状 ある。そこに 青柴垣 と諸手船神事を残し伝えようとしている美保関の人びと 姿がみえ くる。は やかな祭礼とにぎやかな見学者たちの背後 、伝承 維持 ために日々努力する地元の人たちの奉仕の心とそこ ら発せら る力がみえ く である。
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二二年生まれ）であった。井上さんは美保関町役場で当時課長の任についていた。一年を通して頭人が出席しなければならない行事は多い。その都度、役場を休んだり早退し りしなければなら かったので大変な苦労があった。それでも井上さんが引き受けたのは、祖父や父が頭人をつとめたときの姿が目に焼きついているからであった。昭和四〇年頃に祖父が頭人をつとめ ときは、まだ家に風呂がなかっ め風呂場で湯を浴びてから神社に上るようなことはなく、家の前に海に入れる鉄の梯子をつけて冬でも必ず海に入ってから祖父は神社に上っていたのだという。 その鉄の梯子はもう使用する人はいないが今も海中につ てい 。
　平
成一五年（二〇〇三）の客人頭は福間初さん（昭和二四年生まれ）




五三年生まれ） 、二〇歳であった。太田さんの父親美春さん（昭和二〇年生まれ）は現在世話人の一人として奉仕を行なっている。太田毅さんの高校の時の同級生はみんな美保関から出てしまい、残っているのは彼一人である。そ で父親のすすめ あって引き受け ことにしたのだという。青柴垣神事の時は、一 頭家をつとめ いる自分は雲の上 るようで、偉くなったような気持ちがした。 「美保関にいる ばやはりこうい 昔の行事を積極的にやっていきたい」という。
　二の頭家は舛谷喜久一さん（昭和三七年生まれ）であった。太田さん





果たさせたという思い出を語る人も多い。現在世話人をつとめている小松久寿夫 ん（昭和一一年生まれ）もその一人である。頭家をつとめ一年間は、母親からも「神主さん」と呼ばれて たという 夜、神社へお参りできなければ朝、漁から帰ってからお参り させられたという。美保神社の氏子 鶏卵を食べてはいけないという禁忌があるが、そのような食べ物についての注意や、 映画館など人ごみに混じっては けない、人と大皿の料理を一緒に食べてはいけない、等々、頭家には日常生活おいても守らなければなら いことが多くある。 くに、 潮かきを行なって神社へ参拝する を三六五日一日も欠 さず行なうのは若い頭家にはつらい修行であり、泣きながらお参りをしていた人も た う話 よく聞かれる。
　宮座のつとめは男性の役目であるが、若いうちにあたる頭家の時には

















人びとの姿を追いながら見えてきたのは次のこと ある。伝統的 儀礼は一種の 「容器」 だといってよい。そしてそ 中には、 奉仕の心も入れば娯楽の心、信仰 心、それこそ参加者の数だけ多様な心が、伝統的な儀礼という容器にはこめられる。青柴垣神事と諸手船神事を続けていかな
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別火を「佐陀三神主」といった。その他、社内の中心的な家 して、上官と呼ばれる神主家があった。現在は宮川、幡垣 木村、福田 四家である。上官は本殿の左右に位置する北殿と南殿の社および摂末社へ 奉仕、社内の社人の指揮監督、社殿の修理や中屋敷の管理、会計などを行なっていた。
　また社人と呼ばれる神社に奉仕する家が約三〇軒あった。慶長頃から






















客番をつとめ 祭りを行なう。現在は午後二時頃から宮司が直会殿で神事を行ない、その後御神酒をいただく神事が行なわれる。舞殿で佐陀三番の舞が行なわれ、同時に庭で獅子舞 戦前の昭和一七年（一九三二）頃までは旧暦三月三一日に蔵開きを行ない、神事に必要 も
　別
火は磯崎家が家職とし、毎朝潔斎を行なってから神社にあがるが、
その途中で村人に出会うともう一度引き返さなければならなかったため、人々は別火に出会いそうになると道を引き返したともいう。別火は主として御神饌のことをつかさどっていた。その下にいる御盛の祝が御神饌の調理を行なった。神在祭に、恵曇浦の板橋家から龍蛇様が社頭に届けられる 別火がそれを扱うなど、この神事への奉仕は別火が中心となって行なっていたという。明治に って別火は神社を離れ、古文書も失われたため、具体的な職務の詳細 ついては不明 点が多いという。
　明治になって、社内の社人の組織も三郡半の触下の組織もすべて解体
した。そして、その後は現在に至るまで、朝山宮司家を中心として、近隣の神主の人たちが佐太神社の祭礼を支えている 現 は 尓佐 社（美保関町千酌）の塩田晴実さん、国司神社（松江市長江町）の幡垣平次さん、鷹日神社（松江市東津田町） 稲原秀文さん、菅原天満宮（穴道町）の菅野孝興さん、御津神社（鹿島町御津）の岸悟さんの五人の神職が神社へ 奉仕を行なっている。 して現在も社人 一人として御盛の祝をつとめている内藤康夫さんは古伝祭 熟 や神事 準備を行なっている。佐太神社の熟饌は特殊なものな で、代々内藤家で奉仕してきている。
　また、上官の一つである幣主の祝、宮川家は神能の創始の家と伝えら
れている。慶長一三年（一六〇八）に宮川秀行が上京し、吉 家より裁許状を受け、能を習って帰ってきたといい、やはり上官で注連 祝の幡垣家とともに図って神能をつくり上げ う。もともと佐太 には七座神事 いう神楽と真
しんのかぐら
神楽はあった。そこに新たに神能という仮面劇
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れは剣舞、清め、茣蓙 勧請、散供、手草、八乙女の七段からなるが、そのなかで最も重要なのは茣蓙舞いである。茣蓙舞いは剣舞と清めの後舞われ、北殿、中殿、南殿に奉納される茣蓙を持って順番に三番舞われ、清めら た茣蓙が本 に運ばれる。本殿 は、朝山宮司以下 近在
のをもって秋鹿郡なら安達家の本家へ、島根郡なら青山家の本家へと参集した。四月二日に神事内覧が行なわれ、裃、甲冑、流鏑馬の馬などを三神主が検分した。三日は、秋鹿郡と島根郡の各当屋から神社へ「七度半の使い」 行なわれた後、鳥居のところで先に神社にあがる方を決めた。行列が 社に着くと神事が行なわれ、その後、大太刀、小太刀、矢筒をつけた者たちによって盃の神事が行なわれた。そして 舞殿で佐陀三番の舞が行なわれた。
　七月一五日の御田植祭は明治の改暦以前は旧暦一二月二一日の早稲の
祭り、二二日 中稲の祭り、二三日の晩稲の祭りとして午後五時から夜祭で行なわれていた。明治までは直会殿で巫女が松を束ねたものを稲に見立てて、お田植歌に合わせて舞いの作法でそれを撒いていたが 現在は小学生と佐陀神能保存会の人が なっている。九月二五 の例祭は、やはり明治以降、御座替神事 翌日に なわれることになった。
　大きな祭事としては、九月の御座替神事と一一月の神在祭がある。そ





















































体してしまったという。朝山宮司によれば、社中がなくなってまず困ったのは、御座替神事であった。佐太の神主が神事を行ない、触れ下の神主が神楽を舞っていたが、その触れ下がなくなってしまったので、神楽ができなくなったのである。神事と七座の神事とが一体にな ものが御座替神事であった め、片方 欠落しては御座替え 成り立たない。そのため、近在の神主を頼ん 神楽を行なったという。そ から、氏子の有志を募って保存会を作っ その中から 能を舞う人を頼んだのである。
　これについては、曽祖父の栄太郎さんがその社中組の復活に力を注い
でいたという内藤さんの話が参考に る。内藤さんによれば、神楽を行なって 社家が解散するときに神楽の面や衣装を 社 置いていってあったため、氏子たちが神楽をやろうということになった。そして明治八年（一八七五）に 中組 復活した。また、 の宮川さんが中心になって「お上に内緒で」明治一五年（一八八二）か二〇年（一八八七）頃、社家で裕学会を作った。舞いは八人いればできる で、宮川さん、宮迫さん （鹿島町講武） 、岸さん （鹿島町 津） 、金津さん 島根町加賀） 、宮迫さん（松江市春日町） 、宮迫 （松江市法吉町） 、野津さん 松江市一成町） 、中川さん（松江市東生馬町）ほかの社家が集った。裕学会が近郷の秋祭りに奉仕するように 神主能 合間に佐陀能をさせてみようかということで、二つの団体が奉仕したと う。しか 、明治二〇年以降、社中組の者が老齢化したため佐陀能はいったん中断し 。
　そ
の後、大正五年（一九一六）頃、まだ栄太郎さんが健在で、 「佐太
神社の古伝祭を復活しなければならない」と言い、新宮熊一 と共同で大正八年（一九一九）に佐陀能を復活させた。この神能の仲間には宮川さん 幡垣さんらの神主は入らなかったため、一般には社家 神主能と佐太神社の氏子の佐陀能と 呼び分けられていた。
　このような明治以降の経緯があったが、御座替神事の他にもどのよう




荒れ」の季節に、龍蛇様と呼ばれる背が黒く腹が黄金に輝く海蛇があがる。龍蛇様を何度もあげたこ があるという鹿島町御津の漁村に住む漁師の金崎正一さん（昭和七年生まれ）によれば、最初「夜、イカ釣りをしていたら船のまわりをぐるぐるまわる四〇センチくらいの生き物をタモ（網）で掬い上げた。背は黒で腹は金色に輝いて見えた。年寄りに聞いたら、 龍蛇様は佐太神社 お使いだから持って行き さいと われて、神社まで歩いて持って った という。かつては古浦 板橋家 龍蛇取りを家職として たという その板橋家では今も佐太神社の銘がある板木を伝えている。この 火難除け、商売繁盛 福の として近隣をはじめ各地のあつい信仰を集めている。
　現
在は一一月二〇日に社頭において神迎えの神事が行なわれてから、











赤貝の入った「のっぺ汁」の二品をつくって祝い、神様にもお供えすることになっている。この地域 は正月の雑煮は小豆雑煮だが、その日は朝山宮司家はしょうゆ味 雑煮である。こうして、一般の家々 正月を祝う小豆雑煮が朝山宮司家では正月 はなく、このカラサデ 食べるのが家例となっているのである。
　こ
のカラサデの晩には、 「カラサデ婆さんが来るから便所に行かれな








ズラで三回巻かれる。その前で神々を送る船出の神事が行なわれる。祭場には池と呼ばれる径約一メートルの窪地があり、その周囲に社頭に立てていた御幣を一二本立てて注連縄を巻く。そうして中に杉の木の小さな舟を浮かべ、神籬をのせて宮司が小さい声で「カコ、カコ、カコ」と三回唱える。この声を聞いて、神領内の小鳥が三羽死ぬ、そしてカコ（水夫）となって舟を導く、と言い伝えられている。またこの祭場の池は日本海につながっているとも う。そして、御神木の根元には一夜御水が供えられる。この一夜御水 作るのは今でも講武 井上省三家 家職としている。
　その後、一一月三〇日に、宮司と社人の内藤氏とで、再度神目山へ登
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　その後、一一月三〇日に、宮司と社人の内藤氏とで、再度神目山へ登
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『万葉集』に「神名火に神蘺立てゝいはへども人の心は守りあへぬもの」（十一巻）とあることなどから、神名火山を上代の神々祭祀の斎場で出雲特有のものであったとしたうえで、 「古代出雲族は毎年十一月新嘗会に先立ち十月をもってこの山上の斎場にて初穂の新穀を捧げて天神地祇八百万神を祀った」と述べ、神在祭と新嘗祭との関連を指摘している。しかし、これは新嘗祭 重視する立場からの見解であり、佐太神社の場合、神社の一年の祭事を俯瞰するならば、やはり注目されるのは御座替神事との関連である。
　つまり、御座替神事は佐太神社の古伝祭の中でももっともきびしい潔
斎と緊張を強いられる重要な神事である。佐太神社に関する研究においては、これまで御座替神事と神在祭とはそれぞれ独立した神事とみなされてきたが、神社の一年という文脈でみるならば、九月の御座替神事は一一月の神在祭で新しい神を迎えるため 神 と位置づけるこ ができる。神在祭は、龍蛇迎えによる毎年繰り返さ る しい霊力の更新 シワ神送りによる祓え清めの意味をもつ 事儀礼であ 。そして、前述朝山宮司家の「のっぺ汁」 ぜんざいの家例は、 がこ 宮司家と佐太神社にとって一年の循環の上で、新たな年へと更新され 正 行事にほかならない いうことを象徴的に示 て る ってよい。表月の旧暦十月（新暦十一月）の神在祭に対して、それに対応す 関係 裏月のお忌みさん祭りが一年を二分す 旧暦四月（ 暦五月）に設定されている も、この神在祭 佐太神社 年間 礼の基準軸であ ことを明示して といってよい。ここ は一般的な正月を基準とする年間暦異なる佐太神社に特有 一年の循環が存在しているのである。
　（
4）神社祭礼への奉仕




夫さん（昭和七年〈一九三二〉生まれ〉が七〇歳を迎えて引退を考えるようになった。内藤さんといえば、こ まで長い間、佐太神社のほとんどの神事に際してその熟饌を調整し、また神事全般の準備を行なう役目の家職を担ってき 内藤家の当主である。その内藤さんが神社の世話の仕事を後継の石橋淳一さん（昭和四六年生まれ）という若者に教えることとなった。内藤さんが御盛 祝を引き継いだ は昭和二三年（一九四八） こ であった。それから五十年以上が経ち 内藤さんにはこの役目を引き渡すこと できる子供がいないため、同じ鹿島町内に住む石橋さんにこ 役を引き渡すこととなった。以下は、平成一五年（二〇〇三）九月二六日に行なった内藤さんへの聞き取りにもとづく記録のうち、とくに印象的な語りである。
　「
自分のかかった人、つまり自分の子供に受け継いでもらわんでも、
誰かやってくれればいい。そうで い 自分が何十年もやってきたことがむだになる。どなたでも いから、きちん 私の満足のいくように引き継いでいただければ、私の五〇年やってきたことが大事にされる思っている。内藤家にこだわること ない。そして、神能を引き継 でもらいたい。七座の神事を継承してい ことで、神社を祭ることがわかるのではないかと思う」 。
　「
佐太神社では、御座替神事が原点である。一般の人にわかりやすい









うして三回上がって、去年（平成一四年）の秋には、もう石橋さん一人でよかろうと思って、一人で上がらせた。するとどういうわけか、あのようなすごい雨にな た。自分はこれまで傘をもって神ノ目山に上がったことは三回とない。何かあると、 自分は潔斎が何か足りなかったのと考えてみる。潔斎はしてもこれで十 ということはない。それが潔斎というものであ 」 。
　「おととし（平成一三年）
、九月二〇日から二四日の間、毎朝、宮司の
参籠のもみ火が出なかった。新宮幸雄さんと新宮嘉夫さんと、それに石橋さんと私 （内藤） と 火を鑽っていた 朝七時に集って、 一〇時にやと火が出たが、手の皮 むけてぼろぼろに っ なかなか出なかった。途中、休 でもう一度やった」 。
　「この仕事は自然にのめりこんでいく。
自然に怖さを感じていく。 ずっ
と入っていってどういう気持ちになっていくか それ 、あの人（後継者の石橋さん）がこれから自分で考えるこ 。石橋さん は「わしはこういうふうにやってきた なぁ」というふうな言 方をして る 石橋さんはそれをノートに書 な らいま覚えてい 。自分 かつ 「すみません、すみません」といいながら、先輩のやることを見ながら覚えてきた。この点が今の若い人は違う と思う」 。
　そして、内藤さんは、若い石橋さんには「祭りごとは実際その場で身
体でもって覚えて、身体が自然 祭りを動かすよ にならんとね。技術的にこうだこうだというのは見て覚えることで、あん はそれを身体で覚えてください」と常々言って るというのである。そこに 五〇年以上という自分自身の長年蓄積 れた奉仕経験へ 反省 自信との綯い交ぜ的な達成感が表出 れていると同時に、加齢と引退と次世代の無知識無経験の若者への役割交代へと う不可避的な現実の前に、不安 期待との綯い交ぜ的な諦観とが表出されているといってよい。内藤さんの神社祭祀への奉仕 心は、内藤さん以外の誰のものでも い 同時 新







特有の時間が存在する。それは社会的にすでに一般化 れてそれ以外には存在しないかに思われている正月を区切りとする 年のリズムとは別のものである。一年という時間の循環 、神社 奉仕する現実の人間彼らが世代を重ねて想定してきている神霊との交感の世界に、それぞれ神社ごとに歴史的に刻まれ伝承され 。
　第二、美保神社の青柴垣神事と諸手船神事、佐太神社の御座替神事と
七座神事、神在祭という伝統的な祭礼の両者に共通する現在の課題は、それら古伝祭といわれる由緒 神事祭礼の担い手 不足という現実問題である。そのような危機的状況のなかで、美保関の人々にとってはとくに春の青柴垣神事を行 うことが彼らの自己確認と存在証明 あり、佐太神社ではとくに御座替 事 七座神事、神在 とを行なうことが彼らの自己確認とその存在証明となっている。そして、伝承 維持のために選択されたのが、美保関では頭筋、佐太神社では社人という伝統的な家柄 こだわらずに、自発的に奉仕 希望する人物を迎え入れる方法である。残すべきものと捨てるべき者 の選択、それこそが伝承の宿命であるといってよい。
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九九一年） 、品川知彦「佐太神在祭考」 （ 『論集』印度学宗教学会







































中はバブル経済がはじけて不景気になってしまっていた。そのよう 時代 大造営のご苦労は大変なものであったことは想像に難くな 。しか 、当時の真弓宮司と現在の森宮司の並々ならぬご尽力のもと、経済界や神社関係者、それに奉賛会、清々講社をはじめ氏子の方々が協力して達成された。神社本殿と う巨大建造物を維持していくた に、定期的に行なわれ 御造営である。前回は昭和三九年（一九六四）に行なわれた。今回も葺きかえられた檜皮葺きの大きな屋根は堂々と実に美しく輝いてい 。京都 町の氏子の方々の協力があっ こそ この建造物を維持されていくことを知っ 明治八年（一八七五）に設立された八坂神社氏子奉賛会の会長を長年つとめている中川文一郎氏は「神社のこ は断たら、ばちがあたる」と思って会長 う 役を引き受けたが、今では「会長をつとめさせてもらっているのも神様 おかげ」と う気持ちだといっ おられ
　第三、神社祭祀はそれに携わる人びと個々人の「奉仕の心」に支えら
れている。その奉仕の心の獲得のためには、集団的に共有される一定の環境設定が必要であると同時に、個々人の初発の意思とその後に継続される経験の中で獲得され 技術と信念とにより、それは実践者一人ひとりの存在証明となっていく。神社祭祀の伝承世界で継承されているものとは、眼に見える技術や技能であると同時に眼に見えない意識や心意である。そして、その現場から読み取るこ ができる は奉仕の経験の蓄積の中で創り出される参加者個々人と、その集団的な次元で 思惟と行動の「独自性と共有性」という枠組みの中で再生産されている創造性に満ちた伝承力である。そして、そ は、現在だけでなく、かつて社 組織の解体という明治初年の神事祭礼の存続の危機に ってそれを救った力でもあった ってよい。
433
［神社祭祀の伝承力］……関沢まゆみ









Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.148 December 2008
The Power of Tradition of Shrine Rituals：Rituals at Miho and Sada Shrines
SEKIZAWA Mayumi 
Folklore research to date on shrine rituals has combined studies on rituals at relatively well-known shrines, 
for example Taro Wakamori’s “Studies on Miho Shrine,” with studies on ujigami (guardian deity) rituals in small 
villages. This paper examines the power of traditions of rituals at shrines with relatively long histories whose 
traditions have been passed on through participation by the local community and which have priest associations 
that are affiliated with rather large shrines like the one mentioned above. The study focuses on the leaders of 
rituals held at Miho Shrine located in Mihonoseki, Mihonoseki-cho, Matsue, Shimane Prefecture, and Sada Shrine 
located in Sadamiyauchi, Kashima-cho, Matsue, Shimane Prefecture.
Three main issues arose in the course of this study. First, a general survey of the annual events at Miho and 
Sada shrines reveals the existence of an annual calendar unique to each shrine that is different from the normal 
yearly sequence that begins with the New Year. Miho Shrine’s yearly cycle begins with the Aofushigaki ritual in 
spring and ends with the Morotabune ritual in winter. At Sada shrine the Gozagae purification ritual is followed 
by the November Kamiarimatsuri ritual, which welcomes the ‘kami’ and then bids farewell to them, during which 
time the important New Year begins.
Second, a current problem facing both the Aofushigaki and Morotabune rituals at Miho Shrine and the 
Gozagae and Kamiarimatsuri rituals at Sada Shrine is the shortage of leaders for the Kodensai, a long-held 
tradition. Despite this critical situation, however, the holding of the Aofushigaki ritual in spring in particular 
affirms the identity of the inhabitants of Mihonoseki, just as the Gozagae and Shichiza rituals of Sada Shrine 
affirm the identity of its parishioners. It is for this reason that these rituals are continued by welcoming people 
who spontaneously wish to volunteer, despite the fact that the sentiments of traditional families－called Tohsuji in 
Mihonoseki and Shanin at Sada Shrine－continue to be passed down.
Third, the shrine rituals are sustained by the people involved in the rituals and the spirit of individual 
volunteers. The creation of a specific environment shared by the group is necessary in order to acquire the 
spirit to volunteer. At the same time, the individuals who take part also acquire this spirit from their own initial 
intentions and the techniques and beliefs acquired in the subsequent ongoing experience. In the traditional world 
of shrine rituals, traditions that are passed on consist of both tangible techniques and skills and intangible feelings 
and spirit. What we see at these shrines is the power of tradition brimming with reproduced creativity within a 
framework of “distinctiveness and solidarity.”
